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Abstract 
幼児期における食の簡便化、外部化の考察
－食卓における母親の役割－
咲閉まり子
Simpli五cationof the meal during infancy 
- The role of mother at the dining table -
Mariko SAKUMA 
When a child ate in this study, I prepared meals and offered it and investigated "a questionnaire about the 
meal" for the protector of a kindergarten and the day nursery because it was a parent that carried the role that 
taught the manner of the meal and analyzed the data, and simplification of the meal during infancy. 
At first, by the "questionnaire investigation about the meal" to the protector, I paid attention to whether I 
took the breakfast. When look around the whole eating habits, it is important whether it takes the breakfast; is 
because thought that is pointed. As a result, because the hour of rising of the child of the investigation object 
was early, most of the breakfast undernourishment was not seen. However, from the contents of the meal which 
had you write it about breakfast, supper in detail, externalization of the appetite progressed, and a tendency was 
watched on the dining table of the child the simplification that was easy to omit trouble of the housework. In 
addition, because I was important, it let the child who made cooking with a child help cooking to teach a thmg 
caled the cooperation to the meal with the independence of the meal in the infancy, and that a role of mother 
was big so that children could stream down importance of the appetite was considered. 
Keyword : Simplification, A role of mother, A dining table, Without breakfast, During in fancy 
和文抄録
本研究では、子どもが食事をする際、食事を作ったり 、提供したり 、食事のマナーを教えたりする役割を担って
いるのが親であることから、幼稚園や保育所の保護者に対して「食事に関するアンケート」調査をし、そのデータ
を分析して、幼児期における食の簡便化、外部化について考察した。まず、保護者への「食事に関するアンケー ト」
調査では、朝食をとるかどうかということに注目した。それは、朝食をとるかどうかは、食生活全体を見渡すうえ
で重要なポイン トになると考えたからである。その結果、調査対象の子どもの起床時聞が早いため、朝食欠食はほ
とんど見られなかった。しかし、朝食、夕食について詳しく書いてもらった食事の内容からは、食の外部化が進展
し、 家事の手聞を省きやすい簡便化傾向が子どもの食卓にもみられた。また、 幼児期に食事の自立と同時に食事へ
の協力ということを教えることは大切なことから、子どもといっしょに料理を作る、子どもに料理を手伝わせる等
を通して、 食の大切さを子ども達に伝えていくためには母親の役割が大きいことが考察された。
キーワー ド：簡便化、 母親の役割、食卓、朝食の欠食、幼児期
-45-
咲閉 まり子
1 問題と目的
昨今、食の簡便化1）・外部化へ欧米化3）、家庭食の
メニューの多様化が急速に進行し、日本型の食生活が
私たち日本人に見えなくなってきている。これらの食
生活の多様化は高度経済成長期以降、社会経済が大き
く変化し、母親たちの自己実現活動と、パート就業や
本格的な就業のため、家事や育児の手間を省き、様々
な家事サービスが利用できるようになったことも一因
である。味の素（株）が主婦を対象に行った平成15年
の調査4）によると、「夕食の支度にかける時間を減ら
したい」という主婦は、平成6年の37%から53%に増
加し、さらに「簡単に準備できるメニューをもっと増
やしたしづと考えている主婦が9割にのぼった。ま
た、子どもの「ライフスタイルの変イヒ」 5）により、 塾
通いやテレビゲームなどの室内遊びが彼らの生活に定
着し、外遊びをする子が少なくなってきた。生活時間
は夜型化し、朝食を食べない子や、夕食（弁当） を塾
ですませる子も珍しくない。家族がそろう食事が少な
いため、好きな食べ物に偏りがちになり、またコンビ
ニやファーストフード店での子どもだけのスナック類
の買い食いもよく見られる。子どもは家庭で生まれ育
ち、人間関係、生活の知恵など、多くのことを家庭で
学んできた。特に、食事のマナー等には祖父母は大き
な役割を果たしてきた。しかし、近年の祖父母との同
居率の低下6）は、日本古来の食文化の伝承が伝わらな
くなってきていると考える。
そんななか、国は平成17年7月、食育基本法7）を施
行、平成18年3月には食育推進基本計画8）を策定し、
朝食抜きを減らすなどの目標を打ち出すなど、国民の
健康維持、向上のために様々な施策に取り組んでい
る。時を同じくして、地域や家庭、保育所 －幼稚園・
学校が一体となり、子どもに望ましい基本的生活習慣
の育成を図る「早寝早起き朝ごはん全国協議会」 9）設
立総会が同年4月24日に開催された。同協議会には、
幼稚園や保育所の関係団体、 PTA、企業など136団体
が加盟し、官民連携による国民運動を促しつつ、研究
や広報事業を展開している。その中でも全国初の「朝
ごはん条例」を制定した青森県鶴田町10）では、 3歳
から15歳までの子どもとその親の生活状況を調査し
た。この調査は朝ごはん条例の基本方針「ごはんを中
心とした食生活の改善」「早寝・早起き運動の推進」と
子どもの生活習慣の現状把握のため、町内の保育所・
幼稚園－児童館・小中学校と町（朝ごはん運動推進本
部・子どもの生活リズム向上推進委員会）が連携して、
子どもたちの状況について保護者が記入する調査であ
る。また、幼稚園 －保育所においても平成20年3月の
幼稚園教育要領改訂lへ保育所保育指針改定12）で大き
く変わった点が食育であり、食育に取り組んでいると
ころは多く見受けられ、食育の重要性も次第に広まり
つつある。
だが、食育について最も関心を持たなければならな
いのは、子どもが食事をする際、食事を作ったり、提
供したり、食事のマナーを教えたりする役割を担って
いる親であることから、幼稚園・保育所の保護者に対
して「食事に関するアンケート」調査をし、そのデー
タを分析して、幼児期の食の簡便化、外部化について
考察する。
まず、保護者への「食事に関するアンケート」調査
では、朝食をとるかどうかということに注目した。そ
れは、朝食をとるかどうかは、食生活全体を見渡すう
えで重要なポイントになると考えたからである。その
朝食をとるかどうかは子どもの起床時間と関係してお
り、起床時間が早い子どもは朝食も取れていると考え
る。また、起床時聞が早いと朝食の時間帯も早く、親
が手をかけた食事や、コミュニケーションも取れる
等、特徴的な傾向が明らかになると考えた。さらに、
食事の内容や組み合わせについての質問からは子ども
の食の簡便化・外部化の状況等、食事の質について明
らかにする。記述式回答では、食事の際に重視するこ
とや食生活で気をつけていることなど、食の価値観に
関する質問をし、その結果と朝食をとるかどうかとの
関連性を考察する。
以上の項目を明らかにするため本研究では、岩手県
M地域の幼稚園・保育所の保護者に対して、「 1子ど
もの年齢」、「2起床時間」、「3朝食の摂取状況」、「4
朝食の時間帯」、「5食事にかける時間」、「6朝食の内
容」、「7食事の組み合わせ」、「8食事を楽しむための
工夫」、「9食事について因っていることや心配なこ
と」、「10主に誰と食べるか」、「11食生活の問題点」、「12
保護者が考える食事の意味」の12項目による「食事に
関するアンケート」調査をする。その調査結果から幼
児期における食の簡便化、外部化について明らかにす
ることを目的とする。
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2 方法
① 調査対象者 岩手県M地域の幼稚園 ・保育所計10
箇所の保護者827名のうち512名 （62%）の協力が
得られたデータを分析対象とした。なお、回答は
複数回答も含まれている。
② 調査時期及び手続 2008年5月から 7月にかけ、
岩手県M地域の幼稚園－保育所計10箇所の保護者
へ食事に関する質問紙を郵送し、回答を得た。
3 結果
表1 子どもの年齢 （複数回答）
件数 ｜ % 
無回答 14 2.6 
0歳児 6 1.1 
l歳児 25 4.6 
2歳児 36 6.6 
3歳児 132 24.0 
4歳児 165 30.1 
5歳児 171 31.0 
合計
?????????
?
?
?
?
?
?
今回の調査は、子どもが幼稚園、保育所に通う保護
者のうち、協力が得られた512名を分析対象にした。
O歳以上就学前の子どもの年齢層を調べたが、その構
成は幼稚園（3・4・5歳児）に通う保護者からの回
答を含むため、 3・4・5歳児の構成人数が多い傾向
を示しているが分析対象である子どもの年齢は把握で
きている。
表2 朝食の摂取状況 （複数回答）
｜ 件数 ｜ % 
毎日食べる 513 93.1 
時々食べる 17 3.1 
食べない 3 0.5 
ほとんど食べない 2 0.4 
無回答 16 2.9 
合計
朝食の摂取状況は、「毎日食べるJ、「時々食べる」
と食べるが96.2%で、ほとんどの子どもは朝食を摂取
していた。また、「ほとんど食べない」、「食べない」
の食べないは、 0.9%の割合にとどまっている。
表3 起床時間 （複数回答）
｜ 件数 ｜ % 
6 30以前 124 22.5 
6 30～ 7 。 236 42.8 
7 00～ 7 30 136 24.7 
7 30～ 8 。 33 6.0 
8 00～ 8 30 4 0.7 
無回答 18 3.3 
? ー? ? ＝?? ? ???? 100.0 
起床時間は、 65.3%の子どもが7時までには起床し
ている。起床時間と朝食の摂取状況との関連性につい
ては調べてみる必要がある。
表4 朝食の時間帯 （複数回答）
｜ 件数 ｜ % 
6 30以前 12 2.2 
6 30～ 7 。 120 21.8 
7 00～ 7 30 216 39.2 
7 30～ 8 。 145 26.3 
8 00～ 8 30 40 7.2 
8 30以降 2 0.4 
無回答 14 2.5 
ぷロ〉、 舌ロ↓I 549 99.6 
非該当 2 0.4 
551 100.0 
朝食の時間帯は、 7時30分までに朝食を済ませてい
るこどもは63.2%であった。また、 7時30分以降に食
事をしている子どもは33.9%である。
表5 食事にかける時間（複数回答）
食事にかける時間 I 度数 ｜ % 
1時間以上 1 0.2 
1時間 27 4.9 
45分 88 16.0 
30分 316 57.3 
15分 98 17.8 
15分未満 7 1.3 
無回答 14 2.5 
合計
?
100.0 
食事にかける時間は、 30分が57.3%で一番高い割合
を示した。また、 30分以上時間をかけて食事をしてい
る子どもは78.4%で、 10人におよそ8人は、食事に時
間をかけていた。
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表6 朝食の内容 （複数回答）
???，?? % 
カッフ。ラーメン 。
お菓子 10 0.4 
レトルト食品 24 0.8 
冷凍食品 28 1.0 
ジュース 50 1.8 
その他 104 3.7 
肉 163 5.8 
ヨーグルト 165 5.9 
果物 171 6.1 
色 188 6.7 
野菜 225 8.0 
牛乳 273 9.7 
ノfン 299 10.7 
味噌汁 309 11.0 
卵 325 11.6 
ごはん 470 16.8 
合計
朝食の内容については、日本食の定番である「ごは
ん」、「味噌汁」、「たまご」は、合わせて39.4%と、 10
人に4人の子どもの食卓にのぼっていた。しかし、朝
食を摂取した子どもの16.8%が「ごはん」を食べてい
るのに対して、わてン」は10.7%を占めており、これ
が欧米化、簡便化なのか考察が必要である。
また、カップラーメン、お菓子、レトルト食品、冷
凍食品は合わせて2.2%にとどまっているが、朝食に
お菓子を食べている子どもが0.4%いた。
表7-1 食事の組み合わせ（回答日の朝食）
内容 ｜件数 ｜ % 
ごはん・味噌汁・おかず 73 41.5 
ごはん・味噌汁・（おかずなし） 4 2.3 
ご飯・おかず（味噌汁なし） 42 23.9 
ごはんのみ （おにぎり・お茶づけ） 3 1.7 
パン・飲み物－おかず 15 8.5 
パン・飲み物・（おかずなし） 23 13.0 
パンのみ 13 7.4 
その他 3 1.7 
合計
?
? 100.0 
朝食について、主食がごはんかパンか、おかずも食
べるかで8項目に分類し、まとめた。
全体平均で最も多いのは「ごはん・味噌汁・おかず」
の41.5%%で以下、「ごはん・おかず」が23.9%、「パン・
飲み物jが13%、「パン・ 飲み物 －おかず」が8.5%と
続いている。朝食にパンを利用しているのは、 28.9%
である。なお、「サラダ、果物」「たまご」「魚」「ハム、
ソーセージ」「煮付け」「納豆」等をおかずで分類した。
また、デザートを付けていたのは47件あり、「ヨーグ
ルト・22件」、「果物・24件」、「ゼリー.1件」である。
表7・2 食事の組み合わせ（回答日の夕食）
内容 i件数 ｜ % 
ごはん・味噌汁－おかず 70 39.8 
ごはん・味噌汁・（おかずなし） 3 1.7 
ご飯・おかず （味噌汁なし） 67 38.1 
ごはんのみ 5 2.8 
麺類・おかず 10 5.7 
麺類のみ 7 4.0 
その他 14 7.9 
合計
夕食について、主食がごはんか麺類か、おかずもた
べるかで7項目に分類し、まとめた。
全体平均で最も多いのは「ごはん・味噌汁・おかず」
の39.8%で、以下、「ごはん・おかず」が38.1%、「麺類・
おかず」が5.7%と続いている。「その他Jの7.9%は外
食である。なお、「魚」「肉」「フライもの」「野菜の煮物」
「刺身」「サラダ」「ウインナー」等をおかずで分類し
た。また、デザートを付けていたのは20件あり、「果物・
14件J、「ヨーグルト ・5件」、「ケーキ.1件」である。
（表7-2)
表8 食事を楽しむための工夫（複数回答）
内容 ｜ 件数l % 
家族そろって食べる 326 40.5 
会話を楽しみながら食べる 199 24.7 
テレビをつけない 164 20.4 
食材の彩りや形の工夫 82 10.2 
その他 34 4.2 
合計
食事を楽しむための工夫では、家族そろって食べる
は40.5%で一番高い。以下、会話を楽しみながら食べ
る24.7%、テレビをつけない20.4%、合わせて85.6%
の保護者は食事の姿勢について関心が高かったD その
他4.2%は「子どもの好きなものを入れるJ、「褒めな
がら食べる」、「メニューに名前を付けて楽しむ」等食
事の工夫についてのものであった。
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表9 食事について困っていることや心配なこと（複数回答）
｜件数｜ % 項目
遊び食べ 236 27.7 
好き嫌いが多い 139 16.3 
少食 94 11.0 
過食 16 1.9 
食べる姿勢 159 18.7 
箸の持ち方 129 15.1 
その他 79 9.3 
合計
食事について困っていることや心配なことでは、い
わゆる「遊び食べ」 61が27.7%で一番高い。以下、「好
き嫌いが多い」の16.3%、「少食」の11%、「過食」の1.9%
の割合を示している。
表10 主に誰と食べるか（複数回答）
家族 ｜件数｜ % 
母 424 39.3 
きょうだい 324 30.1 
父 206 19.1 
祖父母 99 9.2 
一人 15 1.4 
その他 1 1.0 
合計 1079 I 100.0 
主に誰と食べるかでは、母は39.3%で一番高い割合
を示している。以下、きょうだし＇ 30%、父19.1%、祖
父母9.2%である。97.6%の子どもは、家族の構成は別
として家族の誰かと一緒に食事をしている。わずかで
はあるが、孤食も1.4%あった。
表11 食生活の問題点 （複数回答）
項目 ｜件数｜ % 
献立の偏り 221 35.3 
特にない 154 24.6 
野菜不足 136 21.8 
その他 50 8.0 
味付け 48 7.7 
外食やレトルト食品の多様 16 2.6 
合計
「???? 100.0 
保護者が考える食生活の問題点では、「献立の偏り」
が35.3%と、一番高い割合を示した。以下、「野菜不
足」 21.8%、「味付け」 7.7%、「外食やレトルト食品の
多様J2.6%が合わせて67.4%あり、食事の内容に問題
点を持っていることを示している。その他8%は「家
族がそろわないJ、「日旨っぽい物の食べ過ぎ」等の回答
であった。
表12 保護者が考える食事の意味（自由記述74回答）
項目 ｜件数 ｜ % 
子どもとのコミュニケー ションの場 16 21.6 
食べ物の大切さを教える場 13 17.6 
食材に気をつけバランスよい食事 21 28.4 
楽しく食べる場 9 12.2 
何を食べて成長したかが大人になって重要 9 12.2 
欠食させない 3 4.1 
レトルトを使わない 1.3 
一人では食べさせない 1.3 
ストレスの場 1 1.3 
合計
保護者が食事の場をどのように考えているかの調査
では、「食材に気をつけバランスよい食事」の28.4%
が一番高い割合を示している。以下、「子どもとのコ
ミュニケーションの場」 21.6%、「食べ物の大切さを
教える場」 17.6%、「楽しく食べる場」 12.2%と合わせ
て51.4%の保護者は、食事を様々な場所としてとらえ
ていることが分かる。また1.3%であるが、食事の時
間がストレスと感じている保護者がいた。
クロス集計表1 起床時間別朝食の摂取状況 % 
朝食の摂取状況
度数 食べる 食べない 合計
はやい 97.7 (341) 2.3 (8) 100(349) 
起床
98.4(183) 1.6 (3) 100(186) おそい
時間
全体 97.9 (524) 2.1 (11) 100(535) 
表2 「朝食の摂取状況」を、「毎日食べる」、「時々
食べる」を「食べるJに、「ほとんど食べない」、「食
べない」を「食べないJに分類した。次に表3 「起床
時間」を、 7時前を「はやいj、7時以降を「おそい」
に分類した。これらをSPSSのPearsonx2検定を行っ
た結果、有意な差は見られなかった。（「無回答」は入
れていない。）
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クロス集計表2 食事の時間帯別食事にかける時間 % Pく.05
食事にかける時間
度数 かける かけない 合計
はやい 78.9 (276) 21.1 (74) 100(350) 
食事の
84.2 (155) 15.8 (29) 100(184) おそい
時間帯
全体 80.7(431) 19.3(103) 100(534) 
表4「朝食の時間帯」を 7時30分前までを「はやい」、
それ以降を「おそい」に分類した。表5 「食事にかけ
る時間」は30分以上を「かける」、これ以下を「かけ
ない」とした。これらをSPSSのPearsonx 2検定を行っ
た結果、有意な差がみられた。（「無回答」は入れてい
ない。）
4 考察
私たちの食環境は、食の簡便化、外部化、欧米化が
進み、コンビニでは24時間お弁当が買える等、昔に
比べ大きく変わってきた。外部産業総合調査研究セ
ンターの調べによると、外食市場は二四兆円、中食13)
市場は六兆円で、合わせておよそ三O兆円規模になる
という 。
平成17年に「食育基本法」が施行され、食育に関す
る様々な情報が提供され、外食産業や食品関連企業は
食育に力を入れている。幼稚園・保育所においても平
成20年3月の幼稚園教育要領改訂、保育所保育指針改
定以来、食育に取り組んでいるところは多く見受けら
れる。
そこで、本研究では、岩手県M地域の幼稚園・保育
所の保護者に対して12項目による「食事に関するアン
ケート」調査を実施し、子どもの食の簡便化・外部化
をめぐる諸問題について調査した。
今回のデータは、アンケート調査の手法で客観的に
把握したものである。さらに、食事の実態をより具体
的に把握するために、アンケート記載日と特定して、
その日の朝食、夕食について詳しく書いてもらった。
但し、昼食に関しては、保育所に通う子どもの場合は、
保育所の給食を食べることから対象にはしなかった。
①健康の指標としての朝食
朝食を食べているかどうかは起床時間に関連してい
ると考えた。起床時間の早い子どもは朝食を取ってい
ると考えたのである。そこで、表2と表3のデータか
らこの関連性を調べてみた。まず表2の朝食の摂取状
況を、「毎日食べる」、「時々食べる」を「食べる」に、
「ほとんど食べない」、「食べないJを「食べない」に
分類した。次に表3の起床時間は、 7時前を「はやい」、
7時以降を「おそい」に分類した。これは、表3より
65.3%の子どもが7時前には起床していることから、
7時に起床した子どもが登園するまでの準備として考
えられることとして、食事、着替え、幼稚園、保育所
までの距離等を考慮して開所時間の 9時から逆算し
た。これらにx2検定を行ったが有意差は検出されな
かった。しかし、単純集計では朝食を摂取している子
どもの65.3%が7時までには起床しており、早起きと
朝食の摂取の関連性はあると推察できる。
気になる点としては、「ほとんど食べない」を含
めると9%の子どもは朝食を摂取していないことであ
る。乳幼児が朝食を欠食して登園した場合、お昼まで
の時間をどのように過ごすのか危倶するところであ
る。朝食をとる理由として、「朝食抜きを続けると、
体力や集中力の低下につながる」といった説明も聞
く。成長期の子どもの朝食抜きは問題であると考える。
次に、起床時間が早いと朝食の時間帯も早くなり、
食事に時間をかけると考えた。
そこで、表4の「朝食の時間帯」と表5の「食事に
かける時間」にx2検定を行った。まず、表4の朝食
の時間帯を 7時30分前までを「はやい」、それ以降を
「おそい」に分類した。7時30分前までを「はやい」
に分類したのは、表3から65.3%の子どもが7時まで
に起床していること、それに、表5の子どもの食事に
かける時間の一番多かった30分を加えて設定した。ま
た、食事にかける時間は30分以上を「かける」、これ
以下を「かけない」とした。これも前述のアンケート
結果の一番高い割合から設定した。その結果、有意差
が検出され、「朝食の時間帯」と「食事にかける時間」
には関連性があることが明らかになった。つまり、食
事に時間をかけているということは、食卓が親子のコ
ミュニケーションの場としても成り立っていると推察
できる。
朝食のメニューについてでは、朝食を食べた子ど
もを対象に、朝食のメニューを16項目の選択肢から
選んでもらった。（表 6）多い順に並べると、「ごは
ん」 16.8%、「卵」 11.6%、「味噌汁」 11.0%、「パン」
10.7%、「牛乳」 9.7%、などとなった。朝食を食べた
??
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子どもの2割弱が日本食の定番である「ごはんJを食
べており、卵、みそ汁が食卓にのぼっていた。しかし、
「カップラーメン」、「お菓子」、「レトルト食品j、「冷
凍食品」、「ジュース」は合わせて4%を占め、子ども
の食卓にも、簡便な食生活への傾向がみえた。
次に朝食の組み合わせ （表71）から主食がごはん
かパンか、おかずも食べるかで8項目に分類し、子ど
もの食の簡便化、外部化、欧米化の傾向について調べ
てみた。
全体平均で最も多いのは「ごはん・味噌汁・おかず」
の41.5%で、朝食を食べた子どもの半数近くが、「ご
はん・味噌汁－おかず」の組み合わせで、朝食を取って
おり、おかずもしっかりと食べている。主食にパンを
取っていたのは、「パン・飲み物」 13%、「パン・飲み
物・おかず」 8.5%、「パンのみ」 7.4%で、朝食にパン
を利用しているのは、 28.9%である。特に、パンのみ
の回答の内容であるが、あんパン、ジャムパン等の菓
子パン、トーストにジャムを付けただけと、食の簡便
化、欧米化傾向にあることはもちろん、栄養バランス
の悪い朝食を取っていた。その割合は7.4%と低いが、
母親のパート就業や本格的な就業が増えるのと並行し
て増えることが懸念される。
全国初の「朝ごはん条例」を制定した青森県鶴田町
の食生活等状況調査では、平成18年の朝食を毎日食べ
るは、前年（平成17年）より0.9ポイン ト減って89.9%
ではあったが、朝食で親を含む家族と食べている割
合は70.3%と前年（60.0%）より増え、子ども一人で
食べている（孤食）割合が減っていた。これは、子ど
も達にしっかりと朝ごはんを食べてもらおうという、
家庭の努力の結果である。M調査対象地域の子ども達
も、孤食は1.4%にとどまっており、主に誰と食べる
かでは（表10）、母が39.3%で一番高い割合を示して
いるが、きょうだし）30%、父19.1%、祖父母9.2%等、
97.6%の子どもは、家族の構成は別として家族の誰か
と一緒に食事をしていた。
金田14）によると、朝食は身体にエネルギーを補給
し、集中力ややる気、体力の“スイッチ”を入れて、
1日のリズムを整えてくれるため、 三食の中でも特に
重要であるという。朝食をきちんと取ることによる生
活リズム、生活習慣が健康に良い影響を与えているこ
とは明らかである。
調査結果を分析するにあたって、朝食を欠食するこ
とは良くないと単純に決め付けたわけではない。しか
し、朝食を健康の指標としてとらえると、乳幼児にとっ
て朝食を欠食することを問題として提起していること
は理解していただけると考える。
② 内部化15）した食から外部化した食へ
夕食について、主食がごはんか麺類か、おかずもた
べるかで7項目に分類し、まとめた。（表7-2）全体
平均で最も多いのは「ごはん・味噌汁・おかずjの
39.8%で、以下、「ごはん・おかず」が38.1%、「麺類・
おかず」が5.7%と続いている。朝食と違い、夕食にパ
ンを食べている子どもはいなかったが、ごはんの食べ
方も様々で、変わりごはんやどんぶり飯は子どもの好
物のようだ。ごはんのみの中にはこの他に「カレーラ
イス」が入っていた。また、 9.7%の子どもは夕食に
麺類を食べていた。「うどん、そば、中華麺J、そして
「インスタントラーメン」、「カップ麺」と、子ども達
の麺類への愛着も強い。しかし、 一見子どもの晴好に
合わせてはいるがこれらの食事からも簡便化指向が見
受けられた。例えば、変わりご飯やどんぶり飯の場合、
「ごはんのみ」か、あるいは「おかずなし」で食べて
いる。また、子どもの好きなカレーライスや麺類も、
おかずや汁物なしで食べていること等は食の簡便化と
いえる。
おかずの内容だが、「魚J「肉」「フライもの」「野菜
の煮物」「刺身」「サラダ」「ウインナ－J等が多かった。
日本古来の「野菜の煮付け」ゃ「魚」を食べている反面、
「肉J、「サラダ」、「ウインナー」などのように、家事
の手間を省きやすい欧米化食が子どもの食卓にもあ
がっていた。さらに気になる点としては、その他7.9%
の子どもは外食をしていた点である。外食というと、
誕生日などの祝いや休日の外食が考えられる。今回外
食の理由を調査していないが、回答日を平日にしてい
ることから外食が特別な日ではなく、日常的な事とし
て考えられていることは推察できる。ただし、一概に
外食は悪いとか、欧米化食が体に悪いと批判している
のではない。子どもの外食も欧米化食も、その回数や
量が問題である。例えば、子どもたちはレストランの
ドリンクパーで、糖分の多い炭酸飲料などのソフトド
リンクを何杯くらい飲むのだろうか。あるいは、煮焚
きしたおかずとは違い欧米化したおかずばかりを連日
摂取した場合、子どもの健康に影響はないのだろう
か。平成18年12月、健康づくりや生活習慣病の治療と
予防を食生活の面からとらえ、食育の大切さとご飯食
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の役割を考えようという「食育健康サミッ ト」16）が、
日本医師会館（東京都文京区）で聞かれた。ここで
は、メタボリック症候群（内臓脂肪症候群）が子ども
でもみられることが紹介された。このデータからは安
易に結論を導くことはできないが、お昼は幼稚園や保
育所で食べていること、朝食は93.1%摂取している こ
とから考慮して、夕食を自宅で摂取している子どもが
92.1 %という割合は少ないと考える。「内部化した食」
から「外部化した食」への傾向の歯止めが必要と考え
る。
③ 食の価値観
今回の調査には、食事の際には、「食事を楽しむた
めの工夫」ゃ「食事について困っていることや心配な
こと」、「食生活の問題点」、なども質問している。そ
うした食の価値観に関する質問の結果をみていくと、
共通した特徴が浮かび上がってくる。まず、「食事を
楽しむための工夫」（表8）のその他4.2%には「子ど
もの大好きなものを一品入れる」という回答があっ
た。しかし、「食事について困っていることや心配な
ことJ（表9）では、「好き嫌いが多い」が16.3%だった。
また、同質問のその他では「食べる量にむらがある」、
「自分で食べようとしない」など9.3%あり、子ととも
に食べさせるための工夫が好き嫌いを助長させている
ことは明らかである。また、朝食の内容（表6）、組
み合わせ（7-1）、夕食の組み合わせ （7-2）の中で簡
便化指向や、おかずの内容では家事の手間を省きやす
い欧米化傾向を指摘したが、「1 食生活の問題点」で
は、外食やレトルト食品の多用が2.6%あった。また、
同質問のその他の自由記述では「月旨っぽい物の食べ過
ぎ」が8%あり、②で述べた子どものメタボリック症
候群のような健康面での問題をはじめ、食生活のさま
ざまな問題が浮き彫りになった。
こうした質問どうしの関連は、原因と結果という因
果関係を示したものではない。あくまで特徴的な傾向
を拾い上げたものである。
④ 回答者が考える食事の意味
保護者が食事の場をどのように考えているかの調
査（表12）では、「食材に気をつけバランスよい食
事」の28.4%が一番高い割合を示している。しかし、
「子どもとのコ ミュニケーションの場」 21.6%、「食
べ物の大切さを教える場」 17.6%、「楽しく食べる場」
12.2%と合わせて51.4%の保護者は、家族と健康や食
事について話す場、家族とのコミュニケーションの場
等、親子が食卓を囲んだ会話の中で、健康を維持し、
おいしい食事を楽しむための工夫がちりばめられてお
り、家族が集う場所として食卓を考えていることがわ
かる。
食とは目的であると同時に手段でもあり、その食が
置かれ、行われる食卓とは、食を作る人とそれを食べ
る人、または、その食卓を囲む者同士が、食べ物を媒
体に、こぼしてみせる種々の思いの受け皿の役割も
担っている。今回の調査結果からも、食卓が食事をす
る場所ではあるが、単に食事をする場所ではなく、家
族が集う場所としての食卓が浮かび、上がっている。
1.3%であるが、食事の時間がス トレスと感じてい
る保護者がいた。文部科学省は平成20年1月20日、「早
寝早起き朝ご飯」運動の事例発表会を開いたD データ
で検証すると称し、幼稚園や小中学校での調査研究が
報告された。特に幼稚園では、生活リズムの鍵とな
る愛着形成について調査し、10分程度でも親が子ども
に意識的にかかわることで親の育児ストレスが軽減さ
れ、親子のメンタルヘルスに好影響を与えることが紹
介されたが、今後は子育て支援の一環として食育を含
めていく必要がある。
5 今後の課題
本研究では、食の簡便化指向が増大し、外部化、サー
ビス化が進む中で、子どもの食の簡便化と食卓におけ
る母親の役割について扱った。その結果L乳幼児の食
生活の現状において、朝食を欠食している子どもは少
ない割合であった。しかし、食事の実態をより具体的
に把握するために、アンケート記載日と特定して、そ
の日の朝食、夕食について詳しく調査した結果、その
食事の内容からは、家事の手間を省きやすい、いわゆ
る簡便化食が子どもの食卓にもあがっていた。子ども
は、ふだんどのような食事をするのか、何を食べて何
を食べないのか、食事の時間は何時ころで、誰とする
のか等、子どもの食習慣には、親や周囲の大人の考え
方が大きな影響力をもっO
これは、親から子へ伝えられていく食文化というこ
とではないが、幼児期に食事の自立と同時に食事への
協力ということを教えることは大切なことから、子ど
もといっしょに料理をつくったり、子どもに料理を手
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伝わせたりした場合、子どもがその食材に興味を示
し、大人になってから使用することは推察できる。日
常生活の中での食事の内容、食事のあり方、食事の意
識等が、次世代に継承され、今後の日本型の食生活に
つながると考えると、母親の役割は大きい。しかし、
食事の時間がストレスに感じている保護者がいる背景
には、母親の家事負担割合が大きいことも一因ではと
考えられる。今回の調査では、どのくらいの時間を家
事に費やしているのかは調査していないが、国立社会
保障 ・人口問題研究所17）の調査によると、妻は平均
1日5時間、家事時間に費やされているという。l歳
未満の子どもがいても夫の育児への関心は低く、 80%
以上を妻が担っていると報告されている。今後は、夫
の家事や育児遂行率の増えが、簡便化傾向の歯止めの
原動力になることを期待したい。
今回、「食のしつけ」については取り上げなかった
が、調査回答の中で、「遊び食べJや「はしの使い方J
なと手食事のマナーについて悩んでいる母親の姿があっ
た。また、「食事を楽しむための工夫」の中に「テレ
ビをつけなしづが20.4%あった。テレビの視聴時聞が
長い幼児は食事内容が悪くなるとの報告もある18）。 テ
レビの視聴が実際に健康食から不健康食に移行させる
かどうかは明らかではないが、テレビの視聴を通して
得た情報で、成分の調査が出来ない乳幼児が食品を選
ぶことがあれば、それが食習慣に影響を招き、肥満や
心疾患などのリスクを増加させることは推察できる。
今回の調査からは、食の簡便化、外部化の進行が深
刻な状況までには至っていなかったが、食の簡便化、
外部化が日常的なこととして進行していく傾向を見せ
ていることは問題である。また、親が子どもの食生活
に大きな影響を持つ点からみれば、食習慣は時代や社
会の影響を受けるだけではなく、家庭で受け継がれて
いくものがある。今後、親への“食のリテラシー 教
育が求められており、最緊要な課題である。
注）
1）産業の復興とともに、忙しくなった世相を反映し
て簡便な食生活が求められるようになった。1950年
から1955年にかけては、きびしい食糧事情にありな
がらも、特にインスタント食品の開発が盛んになっ
た。中でも、粉末ジュース、お茶漬け海苔、生直三
ム・ソーセージ、インスタントラーメンの発売は画
期的なできごとだ、った。
2）一般的な外食と総菜や弁当などの中食（なかしょ
く）の消費が増加したことを言う。
3）パン食、肉、脂肪分の多い食品を食べる習慣。身
長の伸び等、体躯の発達に貢献してきた
4）味の素（株）「2003年 ANC調査」（平成17年 l月
公表）
全国の二人以上世帯の20～69歳の主婦を対象に実施
したアンケート調査（回答総数1500)
5）文部科学省「児童生徒の心の健康と生活習慣に関
する調査」（14年3月公表）。都道府県ごとに無作為
に最低l校ずつ選定された小学校80校、中学校65校、
高等学校56校の言十201校を対象として実施したアン
ケート調査（回答総数は小学2年生2,123、4年生
2,137、6年生2,220、中学2年生1,856、高校2年生
2,0910設問は、放課後における家の外での過ごし
方について尋ねたもの）
6）厚生労働省「国民生活基礎調査の概要」 2005
7）「食育基本法」は、平成16年の第159国会に提出さ
れ、平成17年6月10日に成立
8）「食育推進基本計画」は食育基本法（平成十七年
法律第六十三号）第十六第一項に規定
遊び食べ：離乳食が進み、子どもが自分でスプーン
を握れるようになってくると、食事中にスプーンで
食器を叩いたり、すくっては床に落としたりと、食
事中に遊びに夢中になって、食事がおろそかになる
様子
9）「早寝早起き朝ごはん」国民運動の提唱（地域、
PTA等民間団体が主導）
10）鶴田町は津軽平野のほぼ中央に位置し、町の中央
を岩木川が縦断するりんごと米を中心とした農業の
まち。平成16年には、早寝早起き運動の推進、食育
推進の強化など6つの基本方針を掲げた「朝ごはん
条例」を制定。この条例によって、町民の健康に対
する意識が高まり、家庭、学校、地域、行政が一体
となって、朝ごはん運動に取り組んでいる。
11）幼稚園教育要領改訂：文部科学省告示第26号平成
20年3月28日 平成21年4月1日施行
12）保育所保育指針改定：厚生労働省告示第141号平
成20年3月28日 平成21年4月1日施行
13）家庭外で作られた惣菜や弁当、調理済み食品を家
庭や職場で食事として利用すること。
14）金田雅代：女子栄養大学短期大学部教授『栄養教
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諭論一理論と実際－j建吊社2005
15）かつお節を削る、漬物を自分でつける、魚、を三枚
におろすというように、家庭内で食事を作ること
16）「食育健康サミット」 平成18年12月7日、東京の
日本医師会館において、「食育健康サミット2006生
活習慣病予防とごはんを主食とした日本型食生活の
意義」〔共催：（社）日本医師会、（社）米穀安定供給
確保支援機構〕を開催
17）国立社会保障・人口問題研究所「第3回全国家庭
動向調査」の結果の概要より
平成15年7月、出産や子育てなどの家族機能や家族
関係の実態、家族に関する意識などを明らかにする
ため、第3回の全国調査を実施
18）米オーランドで聞かれた米国心臓協会（AHA)
主催の「心血管疾患の疫学と予防」に関する年次集
会で報告 2007年3月
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〈資料〉 （幼稚園・保育所の保護者へのアンケート調査）
食事に関するアンケート
間I.お子さんは何歳ですか。（平成20年4月1日現在でご回答願います）
0歳児 l歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児
間2.お子さんは毎日朝食を食べていますか。
a.毎日食べる b.時々食べる C.ほとんど食べない d.食べない
間3.起床時間は何時頃ですか。
a. 6:30以前 b. 6:30～7:00 C. 7:00～7:30 d. 7:30～8:00 e. 8:00～8:30 f. 8:30以降
問4.朝食の時間は何時頃ですか。
a. 6:30以前 b. 6:30～7:00 C. 7:00～7:30 d. 7:30～8:00 e. 8:00～8:30 f. 8:30以降
問5.食事にかける時間はどの伎ですか。近いものにOを付けてください。
a. 15分未満 b. 15分 C. 30分 d. 45分 e. 1時間 f. 1時間以上
阻＿！＞.朝食の宵容についてL 当てはまるもの全てにOを付けてください。
ごはん 肉 レトルト食品 果物
ノてン
????
???
???
冷凍食品
ヨーグルト
牛乳
お菓子
味噌汁
卵
ジュー ス
その他（
間7.回答日（平日）の食事のメニユ｝を教えてください。
朝
夜
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間8.食事を楽しむために工夫していることはありますか。
a.会話を楽しみながら食べる
b.家族そろって食べる
C.食材の彩りや形の工夫
d.テレビをつけない
e.その他（
問9.食事について図っていることや心配なことはありますか。
a.好き嫌いが多い
b.少食
C.過食
d.遊び食べ
e.箸の持ち方
f.食べる姿勢
g.その他（
問10.主に誰と食べますか。
父 母 きょうだい 祖父母 一人 その他（
問1. ご家庭で食生活について問題を感じていますか。
a.献立の偏り
b.野菜不足
C.外食やレトルト食品の多用
d.味付けが濃い
e特にない
f.その他（
間12.保護者の方が考える食事の意味や食育についての考えをお間かせください。
